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研究目的
本研究の目的は女性アスリートにおけるシーズンを通じた月経周期によるコンディションの変動につ

いて明らかにすることです。

研究対象者

本研究の研究対象者は、下記の5つの基準を満たす方です。

・18歳以上30歳未満の女性の方

・正常月経周期(25～38日)を有する方

・現在経口避妊薬を服薬していない方

・子宮内膜症や子宮腺筋症等の婦人科疾患を有していない方

・体育会運動部活動に所属し週3回以上トレーニングをおこなっている方

研究概要

研究対象者には、測定開始から終了まで、婦人科体温計を用いて、起床時基礎体温を測定

し、毎朝アプリに入力していただきます。基礎体温および対象者への事前アンケート調査から、月

経期(出血がみられる期間)、卵胞期、黄体期を予測し、試合期および準備期の月経期、卵胞

期、黄体期の計6回に尿検査、唾液測定、アンケート調査をおこない、試合期・準備期でのコン

ディションの変動について検討します。

また実験期間中に、アプリを用いて日々のコンディション(起床時基礎体温、起床時心拍数、疲

労感、月経状態、トレーニング状況、心身のコンディション)を入力いただき、シーズンを通したコン

ディションの変化について検討をおこないます。

評価は、試合期と準備期における月経周期による各コンディション指標の変動について比較検討

をおこない、酸化ストレス指標である8-OHdGおよび免疫機能の指標であるSIgAが月経周期に

よってどのように変化し、その程度がコンディションとどのように関連するか、トレーニング期による各

項目の変動について差があるか否か、差を出している要因について検討します。

研究に用いる情報の種類

年齢、身長、体重、初経年齢、月経周期、月経期間、月経随伴症状、婦人科疾患の既往

歴、婦人科の受診歴、起床時基礎体温、起床時心拍数、睡眠時間、心身の疲労感、パ

フォーマンス達成度)、月経状態(月経の有無、心身症状)、月経痛の程度、鎮痛剤の服薬の

有無、上気道感染症の有無、POMS2(心理的状態)、尿(8OHdG)、唾液(SIgA)

情報の提供先 株式会社ユーフォリア
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